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―話 題―

子どもの理科教育と医学教育への橋渡し：
子どもアカデミアを通しての教育実践報告
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科学的思考力と探究心を養う理科教育

科学的リテラシーは医療専門職教育の基盤として欠かす
ことのできない要素であり，その土台は小中学校の理科教
育における観察や実験を通して育まれる科学的思考力と探
究心にある．理科教育で行われる仮説設定，検証，結果の
解釈といった一連のプロセスは，科学研究の基礎となる能
力であり，将来の医師，基礎医学研究者，さらには医療従
事者の育成にも直結する．こうした背景を踏まえ，日本医
科大学と明治薬科大学は文京区主催「子どもアカデミア」
（2025年 7月）に共同で参画し，区内の小学校 5・6年生 20
名を対象に，顕微鏡を用いた組織観察や酵素反応を題材と
した生化学実験を実施した．いずれのプログラムも，児童
が自ら操作し，観察結果を比較・記録することにより，科
学的な考え方や実験の基本操作を体験できるように工夫し
た．

「愛と研究心を有する質の高い医師と医学者の育成」
を目指した医学教育

医学教育は，膨大な医学知識の習得だけでなく，臨床技
能，倫理観，そして人間としての総合的な成長を目指す高
度な専門教育である．これまで主流であった講義中心の知
識伝達型教育では，現場で求められる実践的・統合的な力
を十分に育てられないことが指摘されており，全国的に教
育改革が進められている1,2．本学では問題基盤型学習
（Problem-Based Learning, PBL），シミュレーション教
育，学修支援システムを活用した e-Learning，さらに早
期臨床体験などを導入し，知識と実践を統合した学習を推
進している．また，チーム医療や地域包括ケア，国際的視
野を持つ医師の育成も本学では重視しており，国際基準に
沿ったカリキュラムで，専門医の指導を受けながら「臨床
実習生（医学）」として実践的な知識と技能を修得できる
体制が整っている．
今日の医学教育は，単に知識を伝達するだけにとどまら
ず，科学的な姿勢を基盤として自ら課題を発見・解決する
能力を育成する方向へと発展している．そのため理科教育
などで培われた科学的思考力を応用し，臨床推論力，研究
計画の立案能力，さらには医療現場での判断力に結びつけ

ることが，今後ますます重要となる．

理科教育から医学教育へ：
科学的思考を軸としたキャリア形成の連続性

子どもの理科教育と医学教育は教育段階が異なるもの
の，両者の間には明確な連続性が存在する．理科教育で培
われる「なぜ」を探究する姿勢は，医学教育における臨床
推論や研究活動の基盤となる．そのため，理科教育と医学
教育を別個の体系として切り離すのではなく，「科学的思
考」の発展を軸とした一貫的な教育体系として捉えること
が重要である．
初等・中等教育段階において科学的探究心や生命現象へ
の関心を育むことは，将来の医療・科学分野への進路意識
の形成に直結する．理科教育と医学教育の連続性を意識し
た教育実践は，単なる科学的リテラシーの育成にとどまら
ず，次世代の医療人材や研究者を育む基盤としても大きな
意義を持つ．

Shinらは，小学生を対象に健康・獣医学モジュールを
教育に導入し，児童の「科学・科学者・科学キャリア志望」
に関する変化を調査した．その結果，児童の科学キャリア
への志望が有意に上昇したことを報告しており，このこと
から初等教育段階に健康科学に関連したモジュールを導入
することは，児童のキャリア意識に肯定的な影響を及ぼす
可能性が示唆されている3．また，Sheldrakeらの研究では，
英国の中学生を対象に科学関連キャリア志望を縦断的に分
析した結果，11歳時点で医療・健康分野を志望していた
児童は，14歳時点でもその志望を維持する傾向が高いこ
とが示された4．すなわち，比較的早期から医療・健康分
野に関心をもつ児童は，その後も志望を持続しやすい傾向
があるため，医療・科学キャリアへの興味を高めるために
は早期の体験機会の提供が重要であると考えられる．さら
に，Pillingらは，医学生が地域の小学校（5～10歳児）で
授業を行う教育プログラムの実践について報告しており，
そこでは児童にとって医学生が良いロールモデルとなった
ことが教師から高く評価されていた5．これはこうした体
験機会が児童の短期的な学習効果をもたらすだけでなく，
将来的な医学分野への進路意識や大学進学への意欲を喚起
する可能性を示している．
本学が参画した教育実践「子どもアカデミア」において
も，児童は真剣に顕微鏡をのぞいて組織を観察し，酵素反
応実験ではピペットマンを操作しながら自発的に質問し，
結果を比較・記録するなど，主体的かつ探究的な学びの姿
勢が見られた．初等教育段階でのこうした体験的学習は，
将来の医療専門職への関心や意欲を高めるだけでなく，科
学・医療分野への理解を深める契機にもつながると考えら
れる．
今後の課題として，本教育実践の効果を長期的かつ定量
的に評価する仕組みを整備することが挙げられる．すべて
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の児童が医療専門職を志す必要はないが，どのような要因
や体験が児童のキャリア意識を肯定的に形成するのかを明
らかにすることは，教育学的・社会的にも大きな意義があ
ると考えられる．

結 論

子どもの理科教育と医療・科学キャリア意識の形成，さ
らにそれに続く医学教育の間には，教育段階の違いを超え
た明確な連続性が存在する．理科教育で培われる科学的思
考力や探究心は，医学教育における臨床推論力や研究遂行
能力の基盤を形成すると考えられる．
また，本取り組みは，文部科学省中央教育審議会が提言
する「2040年に向けた高等教育のグランドデザイン」に
おいて構想されている，大学・地方公共団体・産業界など
が恒常的に対話し連携を行うための枠組みである「地域連
携プラットフォーム（仮称）」の理念にも合致している6．
この枠組みを活用することで，教育現場と地域社会が協働
し，初等教育から高等教育，さらには専門職教育に至る一
貫した人材育成を実現することが期待される．
今後も，継続的なプログラム開発と体系的な効果検証を
通じて，次世代の医師，基礎医学研究者，さらには多職種
連携を担う医療従事者の育成に資する教育モデルを構築し
ていくことが期待される．
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